
一
般
質
問 　

　
保
護
犬
の
一
時
収
容
施

設
は
常
に
飽
和
状
態
が
続
い

て
お
り
、
多
く
の
動
物
保
護

団
体
で
は
活
動
費
が
ひ
っ
迫

し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
野

犬
対
策
事
業
費
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
す
る
と
し
て

い
る
が
、
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
周
知
方
法
は
。

　
　
令
和
２
年
に
開
館
し
た

造
山
古
墳
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
の
入
館
者
が
、
７
年
７
月

に
は
10
万
人
に
な
る
予
定
だ
。

今
後
の
古
墳
ブ
ー
ム
を
助
長

で
き
る
企
画
は
あ
る
か
。

　
　
観
光
資
源
と
ア
ニ
メ
や

漫
画
を
タ
イ
ア
ッ
プ
さ
せ
る

こ
と
で
観
光
や
地
域
経
済
が

盛
り
上
が
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
考
え
る
。
作
品
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
や
ア
ニ
メ
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
の
所
感
は
。

　
　
大
規
模
災
害
発
生
時
に

備
蓄
物
資
を
迅
速
に
配
布
す

る
た
め
、
各
区
役
所
や
小
・

中
学
校
へ
の
分
散
配
備
を
進

め
て
い
る
が
、
備
蓄
倉
庫
の

鍵
の
管
理
が
不
十
分
だ
と
備

蓄
品
を
活
用
で
き
な
い
。
ス

マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
な
ど
Ｉ
Ｔ
技

術
を
活
用
し
た
ア
ク
セ
ス
管

理
を
導
入
し
、
連
合
町
内
会

の
自
主
防
災
会
な
ど
に
よ
る

鍵
の
管
理
を
検
討
し
て
は
。

　
　
山
間
部
の
た
め
池
は
豪

雨
時
の
現
状
確
認
に
危
険
が

伴
い
、
時
間
も
か
か
る
。
令

和
６
年
11
月
定
例
市
議
会
で
、

24
時
間
観
測
に
よ
り
遠
隔
で

水
か
さ
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
な
、
た
め
池
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
提
案

し
た
が
、
現
在
ま
で
の
取
組

状
況
は
。

　
　
地
域
住
民
に
も
教
育
に

関
わ
っ
て
も
ら
う
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
の
考
え
が
根
付

い
て
き
て
い
る
。
一
方
、
不

審
者
侵
入
を
想
定
し
た
危
機

管
理
意
識
が
低
下
し
て
き
て

い
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の

学
校
施
設
の
防
犯
対
策
は
。

　
　
吉
備
津
神
社
と
吉
備
津

彦
神
社
に
あ
る
本
市
所
有
の

観
光
ト
イ
レ
は
、
令
和
７
年

度
に
環
境
改
善
調
査
を
実
施

す
る
と
し
て
い
る
が
、
内
容

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
無
人
タ
ク
シ
ー
は
、
安

全
な
運
転
を
実
現
し
て
お
り
、

複
雑
な
都
市
環
境
で
も
自
律

的
に
移
動
で
き
る
。
令
和
７

年
４
月
か
ら
東
京
都
心
７
区

で
試
験
走
行
を
開
始
し
て
お

り
、
本
市
で
も
無
人
タ
ク
シ

ー
の
導
入
や
高
齢
者
の
事
故

防
止
に
も
な
る
自
動
運
転
の

導
入
を
早
急
に
推
進
し
て
も

ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
ア
リ
ー
ナ
整
備
の
必
要

性
は
、
当
初
の
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
か
ら
、
ま
ち
の
活
性

化
等
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く

り
の
起
爆
剤
と
す
る
方
向
に

広
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

ア
リ
ー
ナ
整
備
と
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

　
　
「
岡
山
歴
史
の
ま
ち
し

る
べ
」
は
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
資
産
の
由
来
を
看
板
で

紹
介
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
歩

き
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
大
切

な
事
業
。
看
板
の
二
次
元
バ

ー
コ
ー
ド
か
ら
、
携
帯
電
話

で
説
明
を
聞
く
こ
と
な
ど
が

で
き
な
い
か
。
設
置
完
了
後

は
一
冊
の
本
に
ま
と
め
て
は
。

　
　
造
山
古
墳
群
か
ら
出
土
し

た
「
馬
形
帯
鉤
」
の
レ
プ
リ
カ

や
Ｖ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
、
公
開

予
定
。
ま
た
、
造
山
古
墳
前
後

の
時
期
の
築
造
と
さ
れ
る
大
型

古
墳
９
基
の

レ
ー
ザ
ー
測

量
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
、

大
き
な
古
代

吉
備
の
国
の

変
遷
を
明
ら

か
に
し
、
再

現
し
て
い
き

た
い
。

　
　
令
和
７
年
７
月
か
ら
の
募

集
を
予
定
し
て
お
り
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
市
広
報
紙
へ

の
掲
載
に
加
え
、
募
集
案
内
チ

ラ
シ
を
譲
渡
会
な
ど
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
配
布
し
、
周
知
す
る
予

定
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
野
犬
対
策
事
業
の
関
係
者
の

方
々
に
も
、
市
内
外
へ
の
情
報

発
信
を
お
願
い
す
る
予
定
。

　
　
６
年
12
月
に
既
に
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
る
倉
敷
市
を

視
察
し
、
有
効
性
を
確
認
し
た
。

現
在
、
機
種
の
調
査
と
選
定
作

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
シ
ス

テ
ム
管
理
の
実
施
対
象
と
な
る

た
め
池
を
検
討
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
作
業
を
速
や
か
に

進
め
、
ま
ず
は
試
験
的
に
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
て
い
き

た
い
。

　
　
日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
が

海
外
で
も
人
気
が
高
い
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
作
品
の
舞
台

の
地
へ
訪
問
し
て
も
ら
う
こ
と

は
、
観
光
客
の
増
加
や
地
域
経

済
の
活
性
化
、
認
知
度
向
上
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
も
た
ら

す
と
考
え
る
。
本
市
が
ア
ニ
メ

や
漫
画
の
舞
台
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
場
合
は
、
紹
介
マ
ッ
プ
の

作
成
な
ど
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
た
い
。

ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
想
も

持
ち
な
が
ら
、
観
光
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
。

　
　
備
蓄
倉
庫
の
鍵
は
、
防
犯

対
策
や
在
庫
管
理
な
ど
の
観
点

か
ら
、
本
市
職
員
が
行
っ
て
い

る
。
令
和
７
年
度
に
小
・
中
学

校
に
導
入
予
定
の
鍵
ボ
ッ
ク
ス

を
活
用
し
た
備
蓄
倉
庫
の
鍵
の

管
理
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
な
が

ら
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
夜
間
休
日
の
機
械
警
備
シ

ス
テ
ム
に
加
え
、
全
校
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
進
め
て
お
り
、

来
訪
者
に
対
す
る
職
員
に
よ
る

声
か
け
、
名
札
着
用
の
依
頼
等

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年

学
校
の
危
機
管
理
担
当
者
を
対

象
に
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
、
過

去
の
事
例
を
基
に
し
た
不
審
者

侵
入
対
策
の
協
議
等
を
行
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
、
学
校
の
防

犯
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
二
つ
の
神
社
の
観
光
ト
イ

レ
は
、
一
部
水
洗
化
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
公
共
下
水
道
へ

の
接
続
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
な
ど
水
洗
化
の
最
適
な
手

法
を
調
査
し
、
８
年
度
以
降
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
看
板
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
を
携
帯
電
話
な
ど
で
読
み
込

む
と
説
明
を
読
む
こ
と
が
で
き
、

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
も
併

記
し
て
い
る
。

　
看
板
設
置
は
、
令
和
７
年
度

末
に
２
４
８
カ
所
と
な
る
予
定

で
、
場
所
や
内
容
を
幅
広
く
伝

え
現
地
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
工
夫
や

冊
子
の
作
成
等
を
検
討
し
た
い
。

　
　
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
慢

性
的
な
運
転
手
不
足
や
、
自
動

車
の
運
転
に
不
安
を
持
つ
高
齢

者
に
対
す
る
解
決
策
の
一
つ
に

な
る
と
考
え
る
が
、
日
本
で
は

導
入
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
と

考
え
て
お
り
、
技
術
革
新
の
動

向
や
他
都
市
の
取
組
状
況
な
ど

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　
地
元
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
岡

山
で
活
動
を
継
続
で
き
、
ス
ポ

ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
よ
り
人
々
の
交
流
が

活
発
に
な
り
、
市
内
外
に
大
き

な
経
済
効
果
を
生
み
出
す
こ
と

か
ら
ア
リ
ー
ナ
は
必
要
と
考
え

る
。
経
済
効
果
に
加
え
、
市
民

に
心
の
豊
か
さ
を
味
わ
っ
て
も

ら
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
て
お
り
、
岡
山
の
地
の
利

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
整
備

を
進
め
た
い
。

※

２

野
犬
対
策
へ
ふ
る
さ
と

納
税
の
募
集
を
開
始 
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４

一
般
質
問

36
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
一
部
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

５

造山古墳ビジターセンター
環境改善調査を実施する
吉備津神社のトイレ

※

1

※

3

※3【アニメツーリズム】
アニメや漫画にゆかりのある土
地や建物などを訪れ、その作品
の世界観を体感する観光旅行

一
般
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ

・

録
画
）
し
て
い
ま
す
。

※1【クラウドファンディング型ふるさと納税】
地域への応援や貢献の思いを事業に反映させ
るため、寄付金の使い道の具体的な事業を示
し、事業に共感した方から寄付を募る仕組み

※2【馬形帯鉤（うまがたたいこう）】
朝鮮半島南部で紀元前１世紀頃から４
世紀後半頃にかけてみられた馬の形の
金具。独自の朝鮮半島とのルートを持
っていたことにつながると考えられる



一
般
質
問 　

　
保
護
犬
の
一
時
収
容
施

設
は
常
に
飽
和
状
態
が
続
い

て
お
り
、
多
く
の
動
物
保
護

団
体
で
は
活
動
費
が
ひ
っ
迫

し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
野

犬
対
策
事
業
費
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
す
る
と
し
て

い
る
が
、
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
周
知
方
法
は
。

　
　
令
和
２
年
に
開
館
し
た

造
山
古
墳
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
の
入
館
者
が
、
７
年
７
月

に
は
10
万
人
に
な
る
予
定
だ
。

今
後
の
古
墳
ブ
ー
ム
を
助
長

で
き
る
企
画
は
あ
る
か
。

　
　
観
光
資
源
と
ア
ニ
メ
や

漫
画
を
タ
イ
ア
ッ
プ
さ
せ
る

こ
と
で
観
光
や
地
域
経
済
が

盛
り
上
が
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
考
え
る
。
作
品
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
や
ア
ニ
メ
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
の
所
感
は
。

　
　
大
規
模
災
害
発
生
時
に

備
蓄
物
資
を
迅
速
に
配
布
す

る
た
め
、
各
区
役
所
や
小
・

中
学
校
へ
の
分
散
配
備
を
進

め
て
い
る
が
、
備
蓄
倉
庫
の

鍵
の
管
理
が
不
十
分
だ
と
備

蓄
品
を
活
用
で
き
な
い
。
ス

マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
な
ど
Ｉ
Ｔ
技

術
を
活
用
し
た
ア
ク
セ
ス
管

理
を
導
入
し
、
連
合
町
内
会

の
自
主
防
災
会
な
ど
に
よ
る

鍵
の
管
理
を
検
討
し
て
は
。

　
　
山
間
部
の
た
め
池
は
豪

雨
時
の
現
状
確
認
に
危
険
が

伴
い
、
時
間
も
か
か
る
。
令

和
６
年
11
月
定
例
市
議
会
で
、

24
時
間
観
測
に
よ
り
遠
隔
で

水
か
さ
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
な
、
た
め
池
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
提
案

し
た
が
、
現
在
ま
で
の
取
組

状
況
は
。

　
　
地
域
住
民
に
も
教
育
に

関
わ
っ
て
も
ら
う
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
の
考
え
が
根
付

い
て
き
て
い
る
。
一
方
、
不

審
者
侵
入
を
想
定
し
た
危
機

管
理
意
識
が
低
下
し
て
き
て

い
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の

学
校
施
設
の
防
犯
対
策
は
。

　
　
吉
備
津
神
社
と
吉
備
津

彦
神
社
に
あ
る
本
市
所
有
の

観
光
ト
イ
レ
は
、
令
和
７
年

度
に
環
境
改
善
調
査
を
実
施

す
る
と
し
て
い
る
が
、
内
容

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
無
人
タ
ク
シ
ー
は
、
安

全
な
運
転
を
実
現
し
て
お
り
、

複
雑
な
都
市
環
境
で
も
自
律

的
に
移
動
で
き
る
。
令
和
７

年
４
月
か
ら
東
京
都
心
７
区

で
試
験
走
行
を
開
始
し
て
お

り
、
本
市
で
も
無
人
タ
ク
シ

ー
の
導
入
や
高
齢
者
の
事
故

防
止
に
も
な
る
自
動
運
転
の

導
入
を
早
急
に
推
進
し
て
も

ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
ア
リ
ー
ナ
整
備
の
必
要

性
は
、
当
初
の
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
か
ら
、
ま
ち
の
活
性

化
等
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く

り
の
起
爆
剤
と
す
る
方
向
に

広
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

ア
リ
ー
ナ
整
備
と
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

　
　
「
岡
山
歴
史
の
ま
ち
し

る
べ
」
は
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
資
産
の
由
来
を
看
板
で

紹
介
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
歩

き
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
大
切

な
事
業
。
看
板
の
二
次
元
バ

ー
コ
ー
ド
か
ら
、
携
帯
電
話

で
説
明
を
聞
く
こ
と
な
ど
が

で
き
な
い
か
。
設
置
完
了
後

は
一
冊
の
本
に
ま
と
め
て
は
。

　
　
造
山
古
墳
群
か
ら
出
土
し

た
「
馬
形
帯
鉤
」
の
レ
プ
リ
カ

や
Ｖ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
、
公
開

予
定
。
ま
た
、
造
山
古
墳
前
後

の
時
期
の
築
造
と
さ
れ
る
大
型

古
墳
９
基
の

レ
ー
ザ
ー
測

量
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
、

大
き
な
古
代

吉
備
の
国
の

変
遷
を
明
ら

か
に
し
、
再

現
し
て
い
き

た
い
。

　
　
令
和
７
年
７
月
か
ら
の
募

集
を
予
定
し
て
お
り
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
市
広
報
紙
へ

の
掲
載
に
加
え
、
募
集
案
内
チ

ラ
シ
を
譲
渡
会
な
ど
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
配
布
し
、
周
知
す
る
予

定
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
野
犬
対
策
事
業
の
関
係
者
の

方
々
に
も
、
市
内
外
へ
の
情
報

発
信
を
お
願
い
す
る
予
定
。

　
　
６
年
12
月
に
既
に
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
る
倉
敷
市
を

視
察
し
、
有
効
性
を
確
認
し
た
。

現
在
、
機
種
の
調
査
と
選
定
作

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
シ
ス

テ
ム
管
理
の
実
施
対
象
と
な
る

た
め
池
を
検
討
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
作
業
を
速
や
か
に

進
め
、
ま
ず
は
試
験
的
に
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
て
い
き

た
い
。

　
　
日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
が

海
外
で
も
人
気
が
高
い
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
作
品
の
舞
台

の
地
へ
訪
問
し
て
も
ら
う
こ
と

は
、
観
光
客
の
増
加
や
地
域
経

済
の
活
性
化
、
認
知
度
向
上
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
も
た
ら

す
と
考
え
る
。
本
市
が
ア
ニ
メ

や
漫
画
の
舞
台
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
場
合
は
、
紹
介
マ
ッ
プ
の

作
成
な
ど
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
た
い
。

ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
想
も

持
ち
な
が
ら
、
観
光
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
。

　
　
備
蓄
倉
庫
の
鍵
は
、
防
犯

対
策
や
在
庫
管
理
な
ど
の
観
点

か
ら
、
本
市
職
員
が
行
っ
て
い

る
。
令
和
７
年
度
に
小
・
中
学

校
に
導
入
予
定
の
鍵
ボ
ッ
ク
ス

を
活
用
し
た
備
蓄
倉
庫
の
鍵
の

管
理
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
な
が

ら
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
夜
間
休
日
の
機
械
警
備
シ

ス
テ
ム
に
加
え
、
全
校
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
進
め
て
お
り
、

来
訪
者
に
対
す
る
職
員
に
よ
る

声
か
け
、
名
札
着
用
の
依
頼
等

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年

学
校
の
危
機
管
理
担
当
者
を
対

象
に
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
、
過

去
の
事
例
を
基
に
し
た
不
審
者

侵
入
対
策
の
協
議
等
を
行
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
、
学
校
の
防

犯
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
二
つ
の
神
社
の
観
光
ト
イ

レ
は
、
一
部
水
洗
化
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
公
共
下
水
道
へ

の
接
続
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
な
ど
水
洗
化
の
最
適
な
手

法
を
調
査
し
、
８
年
度
以
降
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
看
板
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
を
携
帯
電
話
な
ど
で
読
み
込

む
と
説
明
を
読
む
こ
と
が
で
き
、

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
も
併

記
し
て
い
る
。

　
看
板
設
置
は
、
令
和
７
年
度

末
に
２
４
８
カ
所
と
な
る
予
定

で
、
場
所
や
内
容
を
幅
広
く
伝

え
現
地
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
工
夫
や

冊
子
の
作
成
等
を
検
討
し
た
い
。

　
　
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
慢

性
的
な
運
転
手
不
足
や
、
自
動

車
の
運
転
に
不
安
を
持
つ
高
齢

者
に
対
す
る
解
決
策
の
一
つ
に

な
る
と
考
え
る
が
、
日
本
で
は

導
入
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
と

考
え
て
お
り
、
技
術
革
新
の
動

向
や
他
都
市
の
取
組
状
況
な
ど

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　
地
元
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
岡

山
で
活
動
を
継
続
で
き
、
ス
ポ

ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
よ
り
人
々
の
交
流
が

活
発
に
な
り
、
市
内
外
に
大
き

な
経
済
効
果
を
生
み
出
す
こ
と

か
ら
ア
リ
ー
ナ
は
必
要
と
考
え

る
。
経
済
効
果
に
加
え
、
市
民

に
心
の
豊
か
さ
を
味
わ
っ
て
も

ら
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
て
お
り
、
岡
山
の
地
の
利

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
整
備

を
進
め
た
い
。

※

２

野
犬
対
策
へ
ふ
る
さ
と

納
税
の
募
集
を
開
始 
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光
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築
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一
般
質
問

４

一
般
質
問

36
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
一
部
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

５

造山古墳ビジターセンター
環境改善調査を実施する
吉備津神社のトイレ

※

1

※

3

※3【アニメツーリズム】
アニメや漫画にゆかりのある土
地や建物などを訪れ、その作品
の世界観を体感する観光旅行

一
般
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ

・

録
画
）
し
て
い
ま
す
。

※1【クラウドファンディング型ふるさと納税】
地域への応援や貢献の思いを事業に反映させ
るため、寄付金の使い道の具体的な事業を示
し、事業に共感した方から寄付を募る仕組み

※2【馬形帯鉤（うまがたたいこう）】
朝鮮半島南部で紀元前１世紀頃から４
世紀後半頃にかけてみられた馬の形の
金具。独自の朝鮮半島とのルートを持
っていたことにつながると考えられる



一
般
質
問 　

　
令
和
７
年
３
月
に
発
生

し
た
飽
浦
・
小
串
地
域
の
林

野
火
災
は
、
焼
失
面
積
４
８

６
ha
と
大
規
模
な
事
態
と
な

っ
た
が
、
今
後
の
復
旧
・
復

興
の
内
容
は
。

　
　
財
源
の
う
ち
50
億
円
は

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

の
寄
付
金
と
し
て
い
る
が
、

達
成
の
見
込
み
は
。
達
成
で

き
な
か
っ
た
場
合
、
本
市
が

肩
代
わ
り
す
る
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
は
就
業
支
援

が
主
だ
っ
た
が
、
低
年
金
に

よ
る
老
後
の
問
題
、
ダ
ブ
ル

ケ
ア
ラ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア

ラ
ー
、
８
０
５
０
問
題
等
、

課
題
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

状
況
に
あ
っ
た
支
援
の
選
択

肢
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
７
年
度
か
ら
実
施
の
就

労
支
援
の
総
合
案
内
窓
口
で

は
、
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
情
報
収
集
機
能
を
強
化
す

る
べ
き
で
は
。

　
　
子
ど
も
食
堂
を
は
じ
め

子
ど
も
の
居
場
所
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
協
力
者
の
も
と
運
営

さ
れ
て
お
り
、
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
家
庭
も
少
な
く
な
い
。

市
は
ど
の
程
度
必
要
性
を
感

じ
、
ど
の
よ
う
な
応
援
を
し

て
い
る
の
か
。

　
　
本
市
の
公
立
保
育
園
お

よ
び
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、

３
〜
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
給
食

は
、
主
食
（
白
米
）
を
持
参

す
る
運
用
だ
が
、
保
護
者
の

負
担
、
食
中
毒
の
リ
ス
ク
が

懸
念
さ
れ
、
衛
生
面
に
も
課

題
が
あ
る
。
公
立
保
育
施
設

は
、
主
食
と
副
食
（
お
か
ず

等
）
の
両
方
を
提
供
す
る
体

制
に
移
行
す
べ
き
で
は
。

　
　
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
を
実

す
る
際
、
人
手
の
確
保
が
難

し
い
現
状
が
あ
る
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

　
　
学
校
給
食
の
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
は
、
令
和
４
年

に
施
行
、
５
年
に
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
小
学
校
３
校
で

実
施
し
、
６
年
は
拡
充
し
た

が
評
価
は
。

　
ま
た
、
新

岡
山
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー

で
も
実
施
す

る
の
か
。

　
　
多
文
化
共
生
事
業
と
し

て
取
り
組
む
市
立
学
校
の
学

校
生
活
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
周
知
状
況
と
多
言

語
化
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
を
実

す
る
際
、
人
手
の
確
保
が
難

し
い
現
状
が
あ
る
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

　
　
学
校
給
食
の
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
は
、
令
和
４
年

に
施
行
、
５
年
に
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
小
学
校
３
校
で

実
施
し
、
６
年
は
拡
充
し
た

が
評
価
は
。

　
ま
た
、
新

岡
山
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー

で
も
実
施
す

る
の
か
。

　
　
道
路
施
設
等
の
損
害
は
相

当
部
分
復
旧
し
、
県
道
長
谷
小

串
線
の
通
行
止
め
も
７
年
７
月

末
の
解
除
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
、
県
に
お
い
て
土
砂
崩
れ

が
懸
念
さ
れ
る
渓
流
に
治
山
ダ

ム
を
設
置
し
、
ま
た
、
７
年
度

中
に
落
石
対
策
や
植
栽
等
を
盛

り
込
ん
だ
復
旧
計
画
を
策
定
す

る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
７
年

６
月
に
は
光
南
台
公
民
館
で
県

と
合
同
で
地
元
説
明
会
を
開
催

し
、
現
地
調
査
の
結
果
や
森
林

再
生
等
の
説
明
を
行
い
、
復
旧

へ
の
要
望
な
ど
を
聞
く
予
定
。

　
　
現
在
、
企
業
、
経
済
界
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
に
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
な
ど
を
お
願
い
し

て
お
り
、
全
体
と
し
て
感
触
は

非
常
に
い
い
が
、
ま
だ
額
は
積

み
上
が
っ
て
い
な
い
。
今
後
ど

の
よ
う
な
額
に
な
る
の
か
、
議

会
に
も
説
明
し
な
が
ら
、
ア
リ

ー
ナ
整
備

の
最
終
的

な
意
思
決

定
を
し
な

け
れ
ば
い

け
な
い
。

　
　
全
年
齢
へ
の
主
食
と
副
食

の
提
供
は
、
配
膳
の
ス
ペ
ー
ス

や
業
務
量
の
増
加
な
ど
課
題
が

あ
る
。
今
後
、

現
場
の
状
況

を
把
握
す
る

と
と
も
に
、

政
令
市
の
状

況
も
研
究
し

て
い
き
た
い
。

　
　
こ
の
窓
口
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
を
抱
え
た
対
象
者
の

方
々
を
相
談
内
容
に
応
じ
て
、

就
労
に
関
す
る
適
切
な
行
政
支

援
に
つ
な
げ
る
機
能
も
あ
る
。

相
談
の
中
で
得
ら
れ
た
情
報
は
、

８
年
度
の
支
援
事
業
に
反
映
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
家
庭
や
学
校
な
ど
で
居
場

所
を
持
ち
に
く
い
子
ど
も
に
対

す
る
居
場
所
づ
く
り
は
、
非
常

に
重
要
。
健
や
か
に
成
長
で
き
、

安
全
、
安
心
に
暮
ら
せ
る
場
所

と
し
て
必
要
性
は
高
い
と
認
識

し
て
お
り
、
子
ど
も
食
堂
な
ど

の
立
ち
上
げ
費
用
の
助
成
、
相

談
窓
口
の
設
置
等
を
行
っ
て
き

た
。
令
和
７
年
６
月
議
会
に
も

子
ど
も
食
堂
へ
食
材
費
の
物
価

高
騰
分
を
支
援
す
る
補
正
予
算

を
提
出
す
る
予
定
。

　
　
N
P
O
法
人
が
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
実
施
す
る
際
、
本
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
N
P
O
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
ト
つ
あ
が
る

協
働
ひ
ろ
ば
」
へ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集
が
掲
載
可
能
で
あ
り
、

高
校
生
や
大
学
生
の
利
用
も
多

く
見
ら
れ
る
。

　
町
内
会
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
す
る
場
合
に
も
、
こ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
で
き
る

よ
う
、
現
在
検
討

し
て
い
る
。

　
　
５
年
度
は
多
く
の
給
食
残

さ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
二
酸
化

炭
素
を
削
減
で
き
た
。
６
年
度

は
更
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
二
酸

化
炭
素
の
削
減
も
増
え
る
見
込

み
だ
。
本
事
業
は
、
二
酸
化
炭

素
の
削
減
に
効
果
的
で
あ
り
、

８
年
度
か
ら
併
用
開
始
と
な
る

新
岡
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も

対
象
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　
５
年
度
は
多
く
の
給
食
残

さ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
二
酸
化

炭
素
を
削
減
で
き
た
。
６
年
度

は
更
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
二
酸

化
炭
素
の
削
減
も
増
え
る
見
込

み
だ
。
本
事
業
は
、
二
酸
化
炭

素
の
削
減
に
効
果
的
で
あ
り
、

８
年
度
か
ら
併
用
開
始
と
な
る

新
岡
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も

対
象
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
就
学
課
の
窓
口
で
相
談

者
へ
提
供
し
て
い
る
。
今
後
は
、

研
修
の
機
会
を
活
用
し
学
校
に

も
周
知
し
て
い
く
。

　
現
在
、
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
4
か
国

語
に
翻
訳
す
る
作
業
を
行
っ
て

お
り
、
令
和
6
年
度
中
の
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
完
成
さ
せ

た
い
。

　
完
成
後
は
、
多
く
の
人
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
広
報

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
N
P
O
法
人
が
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
実
施
す
る
際
、
本
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
N
P
O
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
ト
つ
あ
が
る

協
働
ひ
ろ
ば
」
へ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集
が
掲
載
可
能
で
あ
り
、

高
校
生
や
大
学
生
の
利
用
も
多

く
見
ら
れ
る
。

　
町
内
会
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
す
る
場
合
に
も
、
こ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
で
き
る

よ
う
、
現
在
検
討

し
て
い
る
。

林
野
火
災
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
て

福
吉  
智
徳

公
明
党

岡
山
市
議
団

ア
リ
ー
ナ
整
備
の

財
源
確
保
見
込
み
は

公
立
保
育
施
設
の
給
食

全
年
齢
で
主
食
の
提
供
を

林    

潤

日
本
共
産
党

岡
山
市
議
団

就
職
氷
河
期
世
代
に
対
し

複
合
化
課
題
へ
の
支
援
を

高
橋  

雄
大

子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
を
応
援

土
田  

貴
行

中
島   

純

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
す
る
仕
組
み
づ
く
り

〇
〇 

〇
〇
〇

自
由
民
主
党

岡
山
市
議
会

給
食
残
の
リ
サ
イ
ク
ル
で

地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献

給
食
残
の
リ
サ
イ
ク
ル
で

地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献

〇
〇 

〇
〇
〇

公
明
党

岡
山
市
議
団

外
国
人
市
民
へ

学
校
生
活
を
多
言
語
紹
介

〇
〇 

〇
〇
〇

自
由
民
主
党

岡
山
市
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
す
る
仕
組
み
づ
く
り

〇
〇 

〇
〇
〇

自
由
民
主
党

岡
山
市
議
会

〇
〇 

〇
〇
〇

懐
か
し
い

　
　
　未
来

み
ら
い
え

お
か
や
ま

　
　創
政
会

お
か
や
ま
未
来

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

６

一
般
質
問

７

アリーナのイメージパース

主食と副食の提供を要望

〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇

※4【ダブルケアラー】
子育てと親や親族の介護が同
時期に発生する状態にいる人

※6【８０５０問題】
80 歳代の親と自立できない事情を抱える
50 歳代の子どもが、社会から孤立する問題

一
般
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ

・

録
画
）
し
て
い
ま
す
。

※5【ビジネスケアラー】
仕事をしながら家族等の介護をする人

※8【〇〇〇〇〇〇〇】
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

※7 【〇〇〇〇〇〇〇】
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

※

5

※

6

※

4


